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平成 31 年１月 29 日（火）16:00 より、「JAVCOM 

No.153 元気が出るセミナー＆賀詞交歓会」が青学会館ア

イビーホールにて開催されました。

本年最初のセミナーは「2019 年我が業界はいま…」と

題して、大勢の方にご参加いただきました。テーマを

「Society5.0 実現に向けて！」と題し、JAVCOM 会員社

より３社にご登壇いただき、4K8K などを含む映像技術に

まつわる実状などをお話していただきました。

　セミナーの後には同会場にて賀詞交換会が開催され、セ

ミナー講師の方も含め大勢の方にご参加頂き、JAVCOM 

2019 年の幕開けにふさわしく大盛況となりました。

▶︎懇親会の写真は裏表紙に掲載

（文責＝株式会社テクニカランド　相原健一郎）

JAVCOM No.153 元気が出る新春セミナー
「２０１９年我が業界はいま…」＆「新年賀詞交歓会』

セミナー開催挨拶
大竹理事長

日時：平成 31 年１月 29 日（火）

　16:00 〜 17:45　第 153 回 元気が出る新春セミナー

　18:00 〜 20:45　賀詞交歓会

会場：青学会館アイビーホール

　セ ミ ナ ー：グローリー館「アロン」

　賀詞交歓会：グローリー館「ナルド」

司会：㈱テクニカランド
相原 健一郎 氏

企画：㈱ニユーテレス
高瀬 義美 氏
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講師：共信コミニュケーションズ株式会社　
ブロードキャスト営業部　統括部長　平原 資郎 氏（左）
 　　　　　 システムエンジニアリング部 1 部　TC ２課

　統括課長　浅水屋 聡 氏（右）

２社目は共信コミュニケーションズ株式会社（以下共

信）。ブロードキャスト営業部 統括部長 平原資郎氏とシ

ステムエンジニアリング一部テクニカルコンサルタント

二課 統括課長 浅水屋聡氏に「ソリューションプロバイ

ダーから見た次世代システム」という題目でお話いただき

ました。

1961 年に共信電気として創業し現在 58 年目を迎える

共信は技術商社、ソリューションプロバイダーという立

場で放送業界だけでなく官公庁や教育、医療の現場にお

いてコンサルから企画、設計施工、補修、運用のサポー

ト、メンテナンスといったサービスをワンストップで行

なっているそうです。そして次世代 4K, 8K のシステムと

して Avid や Adobe、そして BMD 等のソフトウェアと

Quantum 等のストレージを Mellanox の高速なネット

ワークスイッチでつなぐことにより 4K 等のタフな業務へ

の効率的な対応ができるソリューションや、8K プロジェ

クトのキープロダクトとして「SGO Mistika Ultima」を

 
講師：ブラックマジックデザイン株式会社

　セールスマネージャー　森   正 司 氏（左）
　　　営業部 ストラテジックセールスマネージャー 

 石井  陽之 氏（右）

トップバッターは本年度新たにご入会いただきました

ブラックマジックデザイン株式会社（以下 BMD）のセー

ルスマネージャー森正司氏とストラテジックセールスマ

ネージャー石井陽之氏にご登壇いただきました。

「BMD 製品群と新たなポストWorkflow のご提案」とい

う題目でBMD の企業理念と製品紹介、またポストプロダ

クションにおける新しいワークフローをご提案いただき

ました。実は本社はオーストラリアのメルボルンにあると

いうBMD はビデオ機器メーカーとして本当に数多くの

製品ラインナップがあり、例えば昨年発表され販売も好調

な「Pocket Cinema Camera 4K」な ど の カ メ ラ 製 品 や

「Ultimatte」といったキーヤー、そしてスイッチャーや面白

いところではフィルムスキャナーなど、さらには外付けの

GPU や、データが軽く直接再生もできるraw コーデック

「Blackmagic RAW」の開発なども行なっているそうです。

またソフトウェアでは「DaVinci Resolve」があり編集、

VFX、カラーグレーディング、MA といったポストプロ

ダクションにおいて必要な機能を全て備えており、これを

利用しデータのやり取りや移動時間等の無駄を省いたコ

ラボレーションワークフローなども事例を交えてご紹介

いただきました。そのほかにも MA 卓などがあり、それ

らすべての製品が他メーカーに比べ低価格であるという

のがマジックだと語る BMD の企業理念は、放送機器をよ

り高品質、ア

フォータブル

にすることで

「お客様の真

のクリエティ

ビティを開花

させる」とい

う事でした。

新春セミナー　　2 0 1 9 年 我 が 業 界 は い ま … ！ 『 S o c i e t y  実 現 に 向 け て ！ 』

『BMD 製品群と新たなポスト Workflow のご提案』

『ソリューションプロバイダーから見た次世代システム』
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新春セミナー　　2 0 1 9 年 我 が 業 界 は い ま … ！ 『 S o c i e t y  実 現 に 向 け て ！ 』

ご紹介いただきました。

さらにユーザー事例として株

式会社ヒューマックスシネマ 

HAC 事業部 メディアサービス 

チーフエンジニア 市川有人氏

（写真左）にもご登壇いただきま

した。

ライブやドラマなど長尺も

のを扱うことが多いヒューマックスではそういった大容

量のファイルをインジェストし共有するシステムとして

Quantum の Xcellis を導入し作業の効率化と余分なコ

ストカットに成功。またソフトウェアでは長尺が得意な

Mistika を導入し他ソフトウェアとも連携させつつ効率的

な運用をされているようでした。

東京五輪等コンテンツの需要が増えていく中で加速する

であろう技術革新に対し、ソリューションプロバイダーと

して共信は進化を止めずに業界発展に邁進していくと力強

く語られました。

講師：レイ株式会社
 執行役員 マックレイ事業本部担当 大谷 朋之 氏（左）

 マックレイ事業本部 第 1 営業部 チームリーダー
 大久保 佳 氏（右）

３社目は株式会社レイ 執行役員 マックレイ事業本部担

当 大谷朋之氏とマックレイ事業本部 第一営業部チーム

リーダー 大久保桂氏にご登壇いただき「4K・8K ＝ VR」

と題しお話いただきました。

1981 年に結婚式やコンサートのイベント事業からス

タートしたレイは現在コミュニケーションデザイン、クリ

エイティブデザイン、ポストプロダクションを加えた４つ

の事業本部を構えお互いにシナジー効果を出しつつ良いも

のを作り上げようというポリシーで活動されています。

お二人が所属されているマックレイ事業本部では 2009

年に RedOne が発売されて以来 10 年間 4K に関わって

おり、現在 4K 納品で一番多いものが VR だそうです。撮

影や CG 制作もこなすマックレイでは VR コンテンツを

自社で制作し、色々な企業のイベントや教育、販促に活用

されています。VR について 4K60p 以上ないと成立しな

いと考えているが、現在ではカメラもヘッドセットも安価

になったことで需要が上がっており低価格ジャンルも含め

チャレンジする機会が増えてきたと感じているそうです。

編集は Adobe の Premiere や AfterEffects をメインに

使用、レタッチ作業や CG コンポジット等高負荷な処理を

必要とする作業は Autodesk の flame で行なうなど、制

作するたびに新しいノウハウが得られるところが面白みと

してあるそうです。4K8K が目指す高解像度、高輝度、高

フレーム、高色域という４つのポイントが臨場感と実物感

を出していき、その行き着く先が VR であり、ポストプロ

ダクションとかそういうプロにしかできない技術を VR と

いう場で見せていきたいと熱く語っておりました。

今回見せていただいた VR 作品もとても独創的かつ刺激

的な内容で、VR のもつ可能性を十二分に感じることがで

きました。

『４Ｋ・８Ｋ＝ＶＲ』
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ソフト制作研究委員会・広報出版委員会共催　　第154 回セミナー
～まったなし～　働き方改革時代の

「労務管理力」「採用力」強化セミナー

日　時：平成 31 年 3 月６日( 水)　13:00 〜17:45

会　場：東放学園音響専門学校　清水橋校舎

主　催：NPO 法人 日本ビデオコミュニケーション協会

　　　   ソフト制作研究委員会・広報出版委員会

特別協賛：学校法人東放学園

後　援 ： ITVA-日本／（一社）映像情報メディア学会／（公社）

映像文化製作者連盟／（一社）全日本シーエム放送連盟／（一
社）全日本テレビ番組製作社連盟／（一社）日本アド・コンテン
ツ制作社連盟／（一社）日本映画製作者連盟／（一社）日本映画
テレビ技術協会／（協同）日本映像事業協会／（一社）日本映像
ソフト協会／（一社）日本ポストプロダクション協会／（一社）
日本民間放送連盟／ジャパン データ ストレージ フォーラ
ム／（一社）全国放送派遣協会             ※ 順不同
　
　「働き方改革関連法」が成立し、経営者・労働者を取り巻

く環境が大きな変化の時を迎えています。多様なサービス

業に携わる我々は、自らが抱える多くの問題点の改善に取

り組み、改革の成果を上げる事が出来るのか？

　今回は「労務管理力」「採用力」の強化をテーマに、柔軟性

のある勤務体制や採用、人材育成など、組織の意識改革につ

ながるセミナーを開催致しました。

　また、今回のセミナーにおいて、NPO 法人メディア・ア

クセス・サポートセンター様の協力で情報のバリアフリー

化を図るシステムとして注目を集めているＵＤトークを活

用させていただきました。

　ＵＤトークは、スマートフォン向けの簡単なアプリケー

ションで講演者や司会者などが話す言葉をリアルタイムでテ

キストデータ化し、表示していくという機能を有しています。

　今回セミナーは、基調講演を含む４人の講師の方々のご

講演が行われ、約4 時間半にわたる長時間の内容でしたが、

講師の方々のお話になる言葉を全てリアルタイムでテキス

トデータ化し、左右に設置されたモニター及びお客様のお

手持ちのスマートフォンなどに非常にスムーズに表示する

ことができました。またＵＤトークは誤表示した場合、修正

を加えていけるという特徴も備えており、今回のセミナー

においても、お話しになる方が多少不明瞭な発音になって

しまった場合、修正を加えておりました。

　修正者は会場に2 名、及び遠隔でも修正1 名による3 名

で、修正を加えておりましたが、こちらの方も非常にスムー

ズに作業することが出来ていたようです。

　尚、ＵＤトークは日本語でテキストデータ化したものを

リアルタイムで英語や中国語、韓国語をはじめ154 か国語

に翻訳し、表示したり、また読み上げたりという機能もあ

り、外国人の方にも言語バリアフリー化された情報を提供

することができます。

以下、ＵＤトークの簡単なシステム図を記しておきます。

※尚、UD トークに関するお問い合わせは正規代理店を担
当している株式会社トータルプランニングオフィス（担
当：須藤090-1402-6730）までお願いします。

主催者代表挨拶
大竹 和夫 理事長

司　　会
イノテック㈱ 
福田 美穂 氏

ソフト制作研究委員長
学校法人 東放学園

吉田 諭敏 氏
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社会保険労務士法人ＡＬＬＲＯＵＮＤ東京池袋 
代表  佐々木 久雄（ささき ひさお） 氏

■人生いろいろと申しますが、青森を出て、音楽大
学へ進学し、卒業後も研鑽を積み藤原歌劇団のメ
ンバーとなりました。時はバブル時代、世界的プ
レーヤーも出演する多くの舞台を経験することが
でき、今となっては良き思い出です。その後、一大
決心をし、社会保険労務士となり、現在に至りま
す。厚生労働省の訓練系制度はもれなく関与。 ■
これまでの主な活動：開業当初より、助成金第１世代として多くの制度に取り組
む。マイナンバー制度とともに電子申請対応へと事務所業務を整備。多分野での
セミナー講師多数、日テレ系報道番組でコメント出演など。 ■沖縄においては５
年ほど前より活動開始。すでに100 社余りの企業様と関わっています。

第 154 回セミナー  ～まったなし～　働き方改革時代の「労務管理力」「採用力」強化セミナー

■  こんな改革ができますか？　
   ・ 優先的な取り組みは？
■  同一労働同一賃金の先にあるもの　
   ・ 雇用の維持/ 創出を超えて
■  コンサルティングツールを使ってみる
　・ 「あしたのチーム」による絶対評価の導入
       〜クラウド運用
　　血の通わない IT システムにコミュニケーション
      要素を取り入れたツール
　　RPA（Robotic Process Automation ＝
　　パソコン内のロボット）で省力化

講演１：基調講演 「“働き方改革”対応のツボと“コンサルティングツール”活用術」

～効果と結果が実感できる改革～“働き方改革”の裏側

当ページは NPO 日本ビデオコミュニケーション協会発行の会報誌「JAVCOM NEWS」の内容を掲載しております。
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第 154 回セミナー  ～まったなし～　働き方改革時代の「労務管理力」「採用力」強化セミナー
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■そもそも派遣とは　その１　怪しい？
　口入れ屋もしくは周旋屋

　今では耳慣れない言葉であろう、口入れ屋はいわゆる人材斡

旋業という人材派遣会社？といった方が判りやすいであろう。

しかし或る者は人さらい、人買いなどとも呼ばれ、ピンハネが

横行する大手を振って歩ける商売ではなかったのである。（イ

ンターネットより）

--------------------------------------------------------------

■そもそも派遣とは
正式名称：労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働

者の整備等に関する法律（昭和60年(1985年)７月５日法律88

号）。昭和61 年(1986 年) ７月１日施行

　対象業務13業務に限定

　　○ソフトウェア　○事務用機器操作　○通訳等

　昭和62年(1987 年）放送業務の一部も認められる

　　○放送機器の操作…大道具小道具の操作、カメラケーブル

　　の操作　○放送番組の演出…AD 業務

--------------------------------------------------------------

■労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の保護
等に関する法律（平成28 年３月31 日改正）

第１章　総　則

（目　的）

　第１条　この法律は、職業安定法（昭和22 年法律第141 号）

と相まって労働力の需給の適正な調整を図るための労働者派

遣事業の適正な運営の確保に関する措置を講ずるとともに、派

遣労働者の保護等を図り、もって派遣労働者の雇用の安定その

他福祉の増進に資することを目的とする。

--------------------------------------------------------------
■そもそも派遣とは　　その２　正しい作法

第 154 回セミナー  ～まったなし～　働き方改革時代の「労務管理力」「採用力」強化セミナー

講演3：「働き方改革の中の“コンテンツ制作”“派遣”」
　（一社）全国放送派遣協会 会長、㈱ビジュアルコミュニケーションズ 代表取締役

小山  一彦（こやま かずひこ）氏

■（一社）全国放送派遣協会 会長、㈱ビジュアルコミュニ
ケーションズ 代表取締役、日本映画撮影監督協会会員、
3DBiz 研究会幹事、StageVR コンソーシアム会員 ■
1971 年、撮影技術専門会社の小山フィルムプロダクショ
ンを創設。当時のテレビ撮影は16mm フィルムだった。 
■やがてENG ビデオカメラが登場し、いち早くビデオ
撮影が主流になると睨んで1977 年、㈱VIC を新たに設
立、ロケーション撮影専門会社としてスタート。同時に

制作部を設け、代表作としてNHK「世界わが心の旅」な
ど主に旅番組を中心とした番組制作を手掛ける。また
ディレクターを放送局に派遣する制作派遣部も順調に
業績を伸ばしていく。 ■21 世紀を迎えた 2001 年に
社名をVisual Communications に変更し、撮影部と
制作派遣部、さらに 3D 4K VR など未来を見据えた映
像表現に取り組む事業開発部を新設し三つの柱を核に
事業を進めている。

■ 嵐の中の放送業界 ～働き方改革関連法施行を前に～ ■

派遣法

A    社 B 社社員直接口利き

派
遣

契
約

派
遣

契
約
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講演２：「選ぶか/ 採るか」採用の意識転換！～働き方改革の中の採用力強化セミナー～
　リッチピクチャーズ㈱  就活プロモーショングループ・プロデューサー

　小澤 明人（おざわ あきひと） 氏
■企業研修やビジネススクールの運営･経営に携わる
こと約 25 年。年150 回に及ぶ企業説明会･面接･再就
職支援研修のノウハウを基に、日本初の「就活サポー
トセンター」を立ち上げ、学生･若年層を中心とした「就
職支援」と「企業採用」を連動した新しいしくみを創り
あげる。「自分を知る」「就活のしくみを知る」「業界を知
る」「職種を知る」そして「企業を知る」など｢知ること｣
をキーワードに、学生の視点に立ちながらも「採用側から見た就活指導」を実践。年間
2,000 名超もの学生カウンセリングを実施してきた。現在、リッチピクチャーズ㈱就
活プロモーショングループ･プロデューサーとして、多くの企業の採用現場において

「辞めない採用」をプロデュース。選考スキーム再構築から説明会･選考会代行実施ま
で行う。併行して全国の大学・自治体・厚労省関連施設にて「学生･求職者･保護者･人事」
向けの講演･研修セミナー･就業力育成カリキュラム作成も行う。■アドバイスBlog 

「ヒゲ教授の世界一分かりやすい就活授業」毎朝8:00 配信！⇒ http://ameblo.jp/
higekyojyu/ ■All About 公認ガイド／企業人材採用 大学生就活 http://allabout.
co.jp/gm/gp/1680/ ■著書「ヒゲ教授の辛口就活対策本部」㈶雇用開発センター発
行、■著書「自立を育む！就活 親心の出し方 ㈶雇用開発センター発行

■ 激動する雇用環境とこれから   
　・ 採用マーケットの変化と現状 
　 ・ リクルーティングからハイヤリングへ 
■ 「選ぶか/ 採るか」採用の意識転換  
　・ 何故⁉ 早期離職のスパイラル
　・ 採りこぼさない採用戦略の肝
■ 「導く求人」効果の連動を考える   
　・ ココに注意！求職者が動く言葉 ・ココに注意！
　　見える仕事と見えない仕事 

激動する雇用環境とこれから
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■放送業界に於ける派遣法の適用
　昭和 62 年(1987） 社団法人全国放送関連派遣事業協会設立
　　設立メンバー
　◇放送局関連会社
　　ＮＴＶ映像／ＴＢＳ映画社／共同テレビ／テレビ朝日映像／
　　日経映像／ＣＢＣクリエイション／大阪エキスプレス
　◇独立系派遣会社
　　ビジュアルコミュニケーションズ／クリーク＆リバー社
　　／泉放送制作等
--------------------------------------------------------------
■派遣法の改正　平成 27 年（2015）９月30 日施行
　◇政令 26 業務を廃止、全ての業務で自由化
　◇派遣事業許可制の一本化
　　　特定( 届け出制）　一般（許可制）
　◇派遣期間の制限　派遣可能期間３年間
　◇キャリアアップコンサルティングの法令義務化
　◇均衡待遇の推進→同一労働同一賃金
　　☞平成 30 年（2018）９月 30 日（猶予期間）
--------------------------------------------------------------
■Ｗショック！
　派遣改正新法＆働き方改革関連法平成 31 年 4 月 1 日施行
　時間外労働の上限規制その骨子は
　　長時間労働は絶対にダメ！！
　◇法定労働時間
　　１日８時間 １週40 時間、１週１休日　（法定休日）
　◇ 36 協定　（法律による原則）
　　１ヶ月 45 時間、１年 360 時間
　◇特別条項付協定の上限時間( 法律による例外）
　　１ヶ月100 時間、２〜６ヶ月80 時間、１年720 時間
--------------------------------------------------------------
■派遣契約の実情
　　派遣先と派遣元で結ぶ派遣料金の取り決め
　◇一般企業は時間給カウント
　◇放送業界はグロス契約
　例）某放送局の派遣料金確認書
　　「派遣料金には３６協定に定められた時間外手当を含む」
--------------------------------------------------------------
■放送現場のタイムスケジュール
　あるバラエティ番組のタイムスケジュールサンプル

■放送番組制作の現場
　フジテレビの場合
　　制作５部局
　　第１制作センター　（ドラマ）
　　第２制作センター　（バラエテイ・音楽番組）
　　情報制作センター　（生活情報系番組）
　　報道局                  （ニュース番組）
　　スポーツ局　　 　  （スポーツ番組）
　　派遣社員総数　　900 名〜1,000 名
--------------------------------------------------------------
■番組制作現場の実情
　情報制作センター
　　担当番組
　◇めざましテレビ１部（月〜金　４時〜６時）　　　
　◇めざましテレビ２部（月〜金　６時〜８時）
　◇めざましどようび　 （土曜日　６時〜８時 30 分）
　◇とくダネ！　　　　 （月〜金　８時〜10 時）
　◇グッディ　　　　　 （月〜金　13 時〜16 時）
　◇Ｍｒサンデー　　　 （日曜日　22 時〜23 時15 分）
　　　派遣社員　 400 名
　　　今 年 度 　100 名派遣要員増員
　　　合      計　 500 名体制確保
--------------------------------------------------------------
■情報制作センターの取り組み
１. 総労働時間を変えず働く時間帯を変える
　　１日３交代シフト制
　　　総労働時間 170 ｈ〜 220 ｈ
　　１日８ｈ勤務　36 協定の法定労働時間　45 ｈ
　　　特別条項　最大 80 ｈ
２. 人を増やす 
　　現在370 名　110 名増員　派遣社員総員　480 名体制
３. 予算面の提案 
　　派遣対策費の要請 
　　法令を守るための赤字覚悟 
      めざましテレビ制作体制
　　　フジテレビ社員  20 名　派遣社員　　　200 名
--------------------------------------------------------------
■派遣先　派遣元が抱える危機感
　☞テレビを目指す働き手が減少
　☞人員不足を補うため玉石混淆の人材
　☞納期に追われ長時間労働を余儀なくされる
　☞クオリティが下がる　
　☞余裕を持ってＡＤ育成が出来ない
　☞過酷な労働環境に辞めるＡＤが後を絶たない

　☞制作費のコストカット　
--------------------------------------------------------------

次ページに続く☞
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  5：00 出社　機材積み込み
  5：30 放送局へ移動
  5：45 放送局到着
  6：00 第１現場へ移動開始
　　  　車中で朝食（コンビニ）
  7：00 現場到着
  　　　取材先打ち合わせ＆
　　　  撮影スタンバイ
  7：15 出演者到着 打ち合わせ
  8：00 カメリハ＆オープニング撮影
  8：30 本編パート１撮影
11：00 終了 撤収 第２現場へ移動
12：30 第２現場到着
　　　  昼食& 打ち合わせ
13：00 スタンバイ　　

13：30 本編パート２撮影
15：30 終了 撤収 第３現場へ移動
16：30 到着　打ち合わせ
17：00 本編パート３撮影
18：30 終了 撤収 第４現場へ移動
19：00 到着　打ち合わせ
19：30 本編パート４撮影
21：00 終了 撤収 放送局へ移動　
21：30 放送局帰着　　　　
22：00 本社帰着　バラシ

スタッフ：制作３名　技術３名
　　　　 車両１名　出演者２名
　　　　 総労働時間 17 時間　
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■放送派遣協会の取り組み
◇働き方改革推進委員会を設置
　☞派遣元会社　情報の開示と共有
　☞民間放送連盟労政部会と危機意識の共有　
　☞放送局派遣先責任者に対して改善要望
　☞電通事件　　　☞ＩＴ業界
　☞放送業界　　　☞統一派遣契約書の実現
　☞アメリカ型ユニオン
--------------------------------------------------------------

■放送業界への人材派遣　大きな課題
　どのようにして
　放送界にフレッシュな新人を呼び込むのか？
　夢がかなう希望のある楽しい職場の実現。
　テレビマンらしいお洒落なライフスタイルを味わえる
　余裕ある給与と余暇の時間の確保
--------------------------------------------------------------

■未知の領域
　実現できるのでしょうか？
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講演4：ＡＭＡＮＯが実現する　“働き方改革”　その先へ

アマノ株式会社 品川システムセンター センター長　
伊藤  隆行（いとう たかゆき） 氏

■アマノ株式会社 品川システムセンター セ
ンター長　■アマノ株式会社入社後約 20
年に渡り 200 数社のユーザー様の担当ＳＥ
として就業システムの立上げに従事してき
ました。■名古屋、東京、仙台、東京と地
方と都市部を交互に経験し多くのユーザー

様のお悩みをアマノの就業システムをご提
案し様々な角度で労務に関するお悩みを解
決してきたという自負がございます。■仙
台では単身赴任を経験し日本酒を覚え今で
は美味しい店を探す事をライフワークとし
ております。

■ 労務課題解決！　就業システム活用事例のご紹介■
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